
施

自召

の

詩

風

組
問
、
ハ
テ
は
別
法
(
間
百

?
J川
六
一
ハ
)
は
、
謝
誠
一
躍
顔
延
之

ハニ♂バ川
J
日
む
と
な
ら
ん
で
、
中
間
文
与
史
の
上
で
、
ー
一
の
一

人
に
数
え
ら
れ
る
詩
人
で
あ
る
ご
冗
嘉
と
は
、
劉
山
一
小
・
文
一
…
帝
の
年
競
で
あ
り
、

凶
阪
間
一
一
同
年
か
ら
間
五
一
二
年
ま
で
の
万
一
ト
年
間
を
指
す
が
、
こ
の
時
代
は
、

米
王
朝
の
以
出
別
で
あ
る
と
と
も
に
、
概
し
て
不
安
定
な
政
状
の
綴
い
た
貌
督

府
北
朝
J
K
幼
じ
て
も
、
円
以
も
安
定
し
た
時
代
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
社
合
的

な
伏
広
な
七
去
に
し
て
、
文
化
界
も
応
況
な
一
見
せ
、
詩
文
与
に
お
い
て
も
、
ム
ハ

例
制
に
お
け
る
一
山
梨
な
築
LF
あ
げ
に
の
で
あ
る
が
、
こ
の
文
化
を
支
え
る
基

盤
、
か
、
山
八
族
一
杭
ι
M

け
に
あ
っ
た
己
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
常
時
の
排
地
的
な
内

山
山
政
批
ん
刊
の
中
に
あ
二
し
、
下
級
士
族
的
婦
の
出

J

井
で
あ
っ
た
飽
焔
は
、
絡

抗
日
絞
り
本
…
松
山
、
、
地
山
山
]
れ
と
し
て
の
生
活
ケ
司
法
り
、
結
局
は
虫
族
の
反
乱
に

ま
そ
し
¥
工
ぶ
れ
て
死
ぬ
と
い
う
、
社
合
的
に
は
き
わ
め
て
不
遇
な
生
出
な
滋
っ
た

詩
人
で
あ
一
っ
た
む
そ
れ
は
、
館
一
院
の
三
パ
日
川
い
に
、
「
嵯
其
の
才
は
秀
で
た

る
も
人
は
微
な
り
の
放
に
間
な
常
代
に
取
る
ご
と
訂
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

設
立
〉
h
J
'
E

、

.

、

J:
、
ζ

之
、
ノ
コ

F1HH
工、

布川村
H
h
U
M
1
H
ト

ト
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L
y
t
カ

Y
4
4
F
U一が
i
f
u
t

I
J
 

品十

島

成

美

題
材
が
多
接
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
詩
風
も
一
は
な
い
。
つ
ま
り
抱
脱
出
…

の
詩
か
ら
は
、
時
代
の
好
一
み
に
合
っ
た
、
修
辞
的
一
色
彩
の
濃
い
艶
一
識
な
も
の
と
、

ま
た
そ
れ
と
は
逆
の
強
烈
な
鈎
投
球
議
れ
る
雄
龍
な
も
の
と
の
こ
間
性
、
が
窺
わ

れ
る
の
で
あ
る
c

以
下
私
一
は
、
惣
縮
小
の
詩
風
の
一
つ
い
て
考
え
て
み
た

、。
1uv 
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の
は
、
中
間
関
六
朝
期
に
お
け
る
文
察
批
評
の

そ
れ
は
同
時
代
或
い
は
そ
れ
に
近
い
時
代
の
詩
人
を

っ
。
そ
し
て
絶
照
に
到
し
て
も
、

飽
nl;~ 
を
1ド

d 、
斗=コ

一三そ
~守、
チミ
の

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
「
詩
口
問
」

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
き
て
「
詩
品
い
で
は
、

う
な
許
僚
を
一
部
し
て
い
る
0

0

議
く
形
紋
潟
物
一
の
鈎
を
製
し
、
長
一
路
川

骨
節
は
謝
混
一
よ
h

ソ
強
く
、
額
惑
は
制

雨
代
に
持
。
て
孤
出
す
。



状
(
の
才
は
秀
で
た
る
も
人
は
放
な
り
。
般
に
波
宮
常
代
に
取
る
。
然
れ
ど

も
巧
似
を
穴
向
し
て
、
危
げ
仇
を
避
け
ず
。
頗
る
山
市
般
の
調
を
傷
ふ
。
般
に

険
俗
を
〉
一
日
ふ
者
は
、
多
く
以
て
加
に
附
す
。

つ
ぺ
川
日
川
い
の
批
判
方
法
の
山
げ
で
、
川
以
J
m
v

作
%
な
矧
は
、
そ
れ
、
ぞ
れ
の
詩
人
に
つ

い
て
の
出
流
を
考
察
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
、
鮒
照
に
つ
い
て
は
、
つ
一
張

に
山
、
つ
い
で
あ
り
、
二
張
と
に
、
後
に
い
う
M
M
m
側
、
茂
先
、
つ
ま
り
的
背
の
張

り
(14L4ム

p
-
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ε'う
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一
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L

見
る
川
、
鈍
燃
の
源
流
官
抗
日
勺
察
し
た
制
収
按
が
仰
で
あ
一
っ
た
か
が
、
興
味
の
ひ
か

れ
る
と
こ
ん
で
あ
る
が
、
的
問
加
の
場
合
は
、
日

M

小
川
仰
の
叡
詑
」
、
「
茂
先
の
腕
婚
5

一

と、
F

ヒ
コ
ょ
に
じ
災
ど
丹
長

JJtfL
ノ

¥
L
f
L

、
3
0

J

L

J

U

対
ど
世
J
V
C
U
J
X
i
k
v

く

J
て
し
、
/

で
は
日
以
阪
の
淑
給
い
と
は
、
保
協
の
い
か
な
る
黙
を
指
し
て
の
渡
百
で
あ

ろ
う
か

0
1パ
H

己
保
協
討
中
に
は
、
「
淵
剛
一
詑
ん
の
一
品
は
見
え
な
い
し
、
「
持
品
L

ka-

山一ち
C
j
b
一
一
〉
一
長

3
2ハ
む
ろ
う
O

/

ハ
ー
し
三
〉
ヰ
〉
工
)
王
、
有
利
ケ
ヱ
、

月

t
v
Jさ
L
U

…
kvυ

【

J

マ
ゴ
パ
ノ
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4
μ
[
J
U
一

古

川

ぴ

〈
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イ
ト
し

j
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1
y
h

「
れ
れ
子
い
に
什
ル
ふ
ん
、
ん
出
光
一
符
筋
に
は
、
ぺ
彼
は
は
以
に
識
論
幻
怪
の
名
を
以
て
関
川

え
ん
こ
と
を
精
め
ん
と
す
L

と
あ
り
、
ま
た
天
下
篇
に
も
「
其
の
酔
は
参
義
た

り
と
雌
も
、
市
も
淑
詑
限
る
べ
し
い
と
あ
一
る
。
徳
充
符
篇
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

限
徳
切
の
斡
文
に
、

3UJ示
、
淑
品
、
奇
間
以
パ
む
い
と
い
い
、
成
文
英
の
疏
に
は
、

寸
誠
誌
、
川
畑
奇
…
高
也
い
と
い
う
。
ま
た
「
叡
」
を
「
淑
」
に
お
き
か
与
え
た
「
淑

詑
ご
い
は
、
「
日
氏
和
秋
」
仰
げ
柴
篇
に
、
「
山
胤
詑
株
取

H

は
、
ヰ
の
未
だ
嘗
て
開
か

ざ
る
所
、
日
の
未
だ
嘗
て
児
、
ざ
る
一
所
な
り
」
と
も
あ
る
。
延
J克
「
認
詑
」
は
、

「
奇
川
内
」
「
奇
話
い
な
ど
の
一
市
川
と
も
通
う
も
の
で
あ
っ
て
、
尋
常
で
な
い
怪
奇

な
も
の
を
誌
味
す
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
何
か
否
定
的
な
感
じ
が
窺

わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
「
詩
口
巴
で
張
協
、
絶
問
問
に
輿
え
ら
れ
た
こ
の
誌
は
、

ぷ
川
一
山
氏
で
土
z£
ミ
」
ア
一
」
ヤ
守
ノ

457りずぺ
U
C

Jfド

Y
4
0
i

〕}ム一‘」
JJ
一、

J

也、
J、
J

お

け

る

「

2

脊
論
」
と
は
何
か
を
考
え
て
み
る
と
、

従
来
の
詩
人
に
は
ゆ
ら
れ
な
か
っ
た
、
或
い
は
同
時
代
の
詩
人
と
は
呉
な
る
斬
新

な
表
現
が
、
不
可
放
の
後
件
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
常
奈
約
一
な
後
想
1

題
材
、
修
辞
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
何
か
そ
こ
に

従
来
に
な
か
っ
た
斬
新
な
表
現
が
あ
っ
て
こ
そ
、
読
者
は
そ
の
作
品
広
奇
呉
の

感
古
抱
く
の
で
あ
る
心
事
賞
、
「
文
心
雌
詑
~
に
お
け
る
「
奇
」
は
、
し
ば
し
ば

コ
肋
」
と
樹
連
さ
せ
て
用
い
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
鰭
性
篇
に
述
べ
ら
れ
る
、
い

わ
ゆ
る
八
憾
の
…
が
コ
新
奇
い
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
典
雅
」
つ
ま
り
俸
統
に
の

っ
と
っ
た
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の
と
、
相
封
立
す
る
概
念
と
し
て
提
訴
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る

u

結
局
、
文
護
用
語
と
し
て
の
「
誠
諮
」
「
新
奇
」
な
ど
の

訟
は
、
類
型
的
な
も
の
か
ら
は
み
出
よ
う
と
す
る
、
奇
抜
な
設
相
、
題
材
、
修

鮮
に
輿
え
ら
れ
た
こ
と
ば
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
常
に
新
し
さ
を
求
め
よ
う
と
す

る
作
者
の
意
識
か
ら
生
ま
れ
出
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

斬
新
な
表
現
は
、
そ
す
れ
、
が
優
れ
た
詩
人
で
あ
る
限
り
、
多
か
れ
少
な
か
れ
誰

に
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
し
て
彼
ら
の
生
き
た
時
代
が
、
形
式
美
を

迫
求
し
、
修
辞
主
義
に
傾
斜
す
る
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
に
い
れ
れ
ば
、

む
し
ろ
蛍
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
こ
う
し
た
時
代
で
は
あ
っ
て
も
、

張
協
、
飽
熊
は
、
特
に
表
現
の
新
し
さ
に
一
意
を
用
い
た
詩
人
で
あ
っ
た
と
忠
わ

れ
る
。

2
1〉
~
何
一
仙
仰
の
「
義
内
議
書
記
」
〈
文
選
部
、
第
一
一
一
巻
、
詩
)
に
い
う

三
河
家
の
字
を
繰
り
勾
を
磁
く
こ
と
、
景
問
慨
に
始
ま
り
明
速
に
極
ま
る
」
の
許

認
が
、
そ
れ
を
端
的
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
張
協
と
飽
照
に
つ
い
て
は
、

問
者
共
に
あ
る
懇
の
力
強
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。

次
に
「
茂
先
の
撰
嬉
γ
一
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
「
擁
媛
」
一
の
誌
は
、

「
詩
品
i

一
一
張
議
詳
中
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
現
わ
れ
な
い
が
、
類
似
の
も
の
は

い
く
つ
か
見
い
出
せ
る
の
で

L

あ
っ
一
て
、
「
其
の
鰻
…

す

」

、

「

問

先

女

の

構

多

く

、

な

ど
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一
と
川
設
の
一

l

際
仏
三
に
は
、
「
列
L
J

」
附
州
移
主
一
篇
に
「
織
姉
隣
愛
者
」

「
川
氏
存
秋
?
本
性
信
に
「
腕
投
姑
儲
t

一
、
枚
采
「
七
夜
」
に
一
ー
脅
色
摩
聞
き

た
と
が
あ
る
二
:
列
子
i

一
の
み
に
れ
に
汁
比
す
る
す
の
一
般
棋
は
、
「
瞬
間
虫
、
柔
弱
也
i

一

と
い
い
、
ぺ
川
氏
和
秋
」
の
向
誘
出
に
は
、
つ
焼
及
、
細
川
均
弱
抗
、
議
〈
色
也
;
一
、
ま

た
枚
采
(
七
役
い
を
牧
め
7
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r

寸
人
選
」
の
小
学
説
門
誌
は
、
ヤ
十
一
逸
の
楚
訴
訟
を
引
い

て
つ
悌
、
制
也
、
弘
、
洋
也
い
と
い
う
。
つ
ま
り
「
隣
い
と
は
、
繊
細
さ
で
あ

り
、
江
川
ど
と
は
、
艶
や
か
な
突
し
主
で
あ
/
匂
。
そ
し
て
「
詩
品
ー
一
で
い
う
「
擁

路
ん
も
結
M
M
は
、
中
に
総
約
三
?
を
こ
め
た
艶
磁
な
も
の
に
つ
い
て
い
っ
た
も
の
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ひ
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戸
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現
点
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桜
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詩
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工
似
似
り
叶
人
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浅
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一
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官
一
同
北
朝
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一
一
一
川
レ
に
二
十
九
一
首

が
政
め
ら
れ
て
い
る
が
、
〈
出
2
〉
そ
れ
ら
は
、
お
お
む
ね
が
表
現
、
成
佐
川
と
も

に
係
維
な
も
の
Jr
」
あ
っ
て
、
一
昨
?
?
し
く
傾
ノ
川
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じ
く
し
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作
品
が
多
い
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革
路
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、
阪
市
の
寸
隣
組
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を
一
以
す
例
と
い
え
よ
う
ら
そ
し
て
鋭
綴
は
、
こ
う
し
た

つ
株
販
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な
、
州
、
加
が
張
辛
か
ら
交
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
的
照
の
「
際

限
い
に
つ
い
て
は
後
に
は
て
み
た
い
。

次
に
コ
山
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ぷ川
ωω
い
は
、
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川
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l
W
M
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に
見
え
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叶
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口
目
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同
じ
く
劉
松
一
許
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に
け
ん
え
る
弓
れ
付
渋
川
L

、
或
い
は
ぷ
人
心
蹴
龍
レ
風
廿
篇
の
「
枕
吟
し
て
能

。

な
約
く
は
、
竹
に
先
ん
ず
7
0
な
十
い
の
そ
れ
と
も
鴻
う
も
の
で
あ
ろ
う
む
っ
文

心
難
龍
」
の
「
風
骨
」
に
つ
い
て
は
一
、
資
侃
り
に
、
「
間
内

部
文
一
意
、
ロ
官
邸
す
〈
辞
」
と
設
か
れ
て
以
一
一
来
、
近
時
中
間
酬
に
お
い
て
様
々
の
議
論

が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
一
や
は
h

ソ
「
府
内
」
も
「
骨
」
も
文
皐
の
内
容
菌
、
詩
一
精
一
瀞

に
関
わ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
一
。
と
こ
ろ
で
「
詩
品
」
に

「
骨
」
を
も
っ
て
評
さ
れ
る
曹
話
、
劉
績
は
、
「
建
安
の
同
公
立
つ
ま
り
建
安

詩
の
持
つ
雄
健
な
気
風
一
を
代
表
す
る
詩
人
で
あ
る
c

そ
し
て
鮫
昭
二
日
、
こ
の
こ

人
か
ら
讃
接
的
に
翠
ん
だ
跡
が
あ
り
、
〈
筏
向
。
)
結
局
「
骨
部
が
強
一
」
と
は
、
建

こ
と
を
い
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

力
強
さ
を
最
も
よ
く
受
け
難
い

を
中
心
に
多
く
の
影

だ
人
で
あ
っ
た
、
が
、
鰻
際
は
、
左
思
か
ら
も

饗
を
受
け
て
い
る
。

「
騒
謹
」
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
一
は
っ
き
ワ
し
な
い
が
一
、
や
は
り
豪
快
ミ
さ
を

感
じ
さ
せ
る
一
訟
で
あ
り
、
英
本
的
に
は
「
骨
節
」
の
力
強
さ
と
速
な
る
も
の
と

み
て
よ
か
ず
つ
う
心
た
だ
「
山
氏
一
口
仰
い
顔
延
之
訴
に
見
え
る
「
又
中
怯
ん
で
古
事
を
用

ひ
、
強
と
と
閉
山
し
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
力
強
く
ま
た

か
も
し
れ
な
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今
一
つ
法
目
す
べ
き
は
、
「
巧
似
」

の
別
例
が
、
飽
照
を
含
め
て
十
一
一
線
あ
り
、

つ
い
て
そ
れ
い
ぞ
れ
用
い
ら
れ
て
い
る
。



が
H
A
ら
れ
、
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

近
代
よ
り
以
来
、
文
は
形
似
を
穴
ぶ
。
情
合
風
去
の
ト
一
に
窺
ひ
、
貌
JVふけ十

三
コ
h
L
1
1
)心
入

J
K
〉
治
v
へ
ト

d
Y
7
J
t
l

、
f
u
t工
仕
比
J

こ
日
山
〈
h
A
↑~£
J
o
初
ソ
ノ
ム
パ
と

オ
U

l

l
ド

貨

く

川

W

1

V
ぴ
ゾ
d
v
;
a
r
w
-汁
比

L
よ
i
T
J
i
t
-
-
-
i
4
4
9
門
す
}

る人
γvj少
と
円
7
1
4

し
、
巧
主
軒
刊
こ
介
に
い
り
。

‘

J
J
J
h
t
j

〕

l
i
l
i
e
f

と
こ
ろ
で
「
文
心
雌
詑
い
ペ
ー
パ
リ
目
以
前
の
「
形
似
い
の
用
例
と
し
て
は
、

土¥〉

4
良
一
九
五
〉
ブ
汁

A

此
訂

A

九
日
一
作
山
内
奇
二
、

i
J
t
民
主
主
?
一
九
;
L
j
J
〉
十
三

パ
1

U

9
主
主
ル

p

d

一
l
l
A
:
J
4
H
i
L
A
J
Z
A
-
-ト
工

剤

ト

オ

カ

L
E
l
J
J
↓
さ
吋

JJz
際収
U

ノ々バコ

な
り
、
共
の
引
に
形
似
す
い
と
あ
り
、
こ
れ
は
、
人
の
身
般
つ
き
に
つ
い
て
い

う
も
の
で
あ
っ
て
、
設
吋
流

h
し
た
人
物
品
討
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
一
る
。
ま

て
八
i

〉
士
J
トが〉

1
4
1
1
C
A
l
l
ふ
れ
一
二
〉
、
]
ノ
ク
!
人
"
〉
L
f
、
l
p
c
亡
す
)
、
ゴ
/
/
/

f
T
U
説
法

υ一一
h
i
-
-
れが戸し

l
い
え
一
一
汁
相
し

d

守山カ

i
ノ
入
マ

3
4
0

一
7

似
い
は
「
什
法
L

M

U

ザ
と
な
ら
ん
で
、
中
川
附
給
沼
山
川
論
上
の
章
一
裂
な
命
題
と
な
っ

て
い
る
。
叶
川
市
似
い
と
い
う
命
以
内
は
、
時
代
に
よ
っ
て
多
少
の
償
値
感
の
和
議

ま
う
プ
〉
、
、
、
、
一
号
、
か
に
k
J
t
こ
〉
、

c

J
三
工
、
主
，
¥
去
、
長
曾
手
:
こ
L
L

「ノハてに

l
k
J
d
可

/
7
4
J

平
ノ
手
~
ノ

H
μ
J
l
、V
J

し
v

lし

w

〉

t
t

ド
υι
仲

p
f
v
E
J
i
i
牢
1
p
t

〈
ザ
オ

J
i

起
き
工
七
竹
内
キ
〕
へ
門
誌
が
戸
主
主
主
、
ヤ
ヱ
〕
勺
匹
以
ご
三
九
い
ご
て
昼
、
て
、

〕一三、
~
J
7
f勺
l
H
H
d
玄
ル

i
U
7
F
一、、
J
U
f
h

ベ
j
t
i

一1
j
j
i
1
3
t

一一i-4224Jphp性
し
「

l

た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
女
与
に
m
附
す
る
も
の
と
し
て
は
、
沈
約
の
「
山
本
均
一
一
一
日
」

謝
坂
出
停
泊
に
け
心
与
え
る
一
つ
制
加
巧
み
に
形
似
の
一
?
"
を
岱
す
い
が
、
円
十
い
例
で

あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
け
ん
て
く
る
と
「
形
似
」
は
、
ム
ハ
戦
時
代
、
人
物
品
討
の
周

一
品
か
ら
、
さ
ら
に
は
料
治
、
作
文
以
下
と
紘
一
術
一
般
に
通
じ
る
批
評
用
語
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
、

U

で
は
、
文
摂
批
一
叶
用
語
と
L
て
の
一
形
似
い
と
は
、
仰
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
、
先
に
あ
げ
た
「
文
心
蹴
出
い
物
色
誌
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
針
象
と

な
る
も
の
の
安
を
、
で
き
る
だ
け
そ
の
も
の
に
慌
資
し
て
、
巧
み
に
描
き
出
す

こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
一
ろ
う
c

約
主
に
お
け
る
「
形
'
以
!
一
が
、
単
純
化
、
抽
象

化
さ
れ
た
拙
さ
方
で
は
な
く
、
形
や
色
に
お
い
て
、
針
象
を
克
明
に
描
き
出
す

こ
と
に
丞
烈
が
あ
る
よ
う
に
、
誌
に
お
け
る
「
形
似
」
も
ま
た
、
如
何
パ
象
と
な
る

心
不
物
の
形
熊
を
、
九
日
リ
ア
ル
に
お
、
き
出
す
の
で
あ
り
一
、
そ
こ

出

さ

れ

た

も

の

は

、

メ

1
Jゾ
を
抱
一
か
せ
る
よ
う
な
も
の
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
拙
か
れ
る
間
一
象
は
、
人
間
の
続
紳
を
う
た

う
と
い
う
よ
り
は
、
内
け
然
の
長
物
を
中
心
と
し
た
形
態
の
あ
る
も
の
を
描
く
の

で
あ
り
、
こ
う
し
た
試
味
に
お
い
て
、
謝
媛
濯
を
中
心
に
、
宋
代
に
踏
ん
に
な

っ
た
山
水
詩
と
も
大
い
に
鴎
り
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
心
の
本
渡
な
感

動
な
そ
の
ま
ま
索
朴
に
う
た
う
の
で
な
く
、
針
ん
裂
を
巧
み
に
描
き
出
さ
ん
が
た

め
に
、
…
ね
り
も
二
ね
り
も
数
敵
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
民
衆
の
軟
か
ら

は
税
迷
い
、
専
門
の
詩
人
に
し
て
始
め
て
可
能
な
技
巧
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
c鍛

畷
は
、
「
形
似
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、

λ
土
問
的
!
な
否
定
を
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
く
、
主
川
日
聞
い
飽
照
許
に
見
え
た
「
普
く
形
拭
潟
物
の
認
を
製
す
」

は
、
「
形
似
」
に
つ
い
て
の
プ
ラ
ス
街
の
許
僚
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
録
。
燃

は
、
的
小
一
郎
…
の
「
巧
似
」
に
つ
い
て
は
、
一
種
の
危
倶
の
念
を
持
っ
て
い
た
。
そ

れ
は
、
線
開
問
が
「
巧
似
ー
一
に
意
を
用
い
る
の
あ
ま
り
に
、
や
が
て
は
「
危
灰
」

を
避
け
ず
、
「
鳩
山
市
雅
」
の
訟
を
そ
こ
な
う
に
宇
一
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
危
広
」
と

は
、
技
逃
の
「
文
心
離
龍
」
の
「
一
新
奇
j

一
に
つ
い
て
劉
認
が
い
う
「
新
奇
と
は

?
を
競
ひ
、
危
部
設
に
趣
く
も
の
な
り
」
の
「
危
側
」
に
も
謡
う

一
方
に
偏
し
て
度
が
遜
ぎ
る
こ
と
で
あ
り
、
「
詩
凶
作
」
は
、
や
は
り

の
一
雅
」
に
通
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
鍾
様
が
、
絶
照
を
「
四

し
、
照
代
に
跨
り
て
孤
出
す
j

一
と
ま
で
高
く
一
許
債
し
な

震
せ
し
め
た
の
は
、
惣
照
の
過
度
の
修
蘇

取
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
。

つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ
に
は
飽
照

い
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
つ
ま
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家
を
総
べ

が
ら
も
、
結
局
は
こ

が
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
認
と
し

以
上
、
一

y

一判官山一そ
の
表
現
訴
に
お
い
て
は
、



廷
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
そ

ぺ
竹
節
…
に
よ
っ
て
一
以
さ
れ
る
力
強
さ
と
、
に
ぶ
つ
て

加
な
艶
版
パ

ω

と
り
知
山
一
パ
な
/
り
二
一
山
性
JVv
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
乙
次
に
笠
際
の

作
品
ノ
ザ
」
泊
L
J
1
4
一れ
J川
九
九
て
ノ
行
き
た
い
ら

鈍
併
は
、
二
行
川

i¥ト
の

JW
に
、
丘
一
一
三
川
の
秀
作
と
し
て
「
煉
忠
鍋
弟
」
以

下
ご
ト
二
例
な
列
mm
し
て
、
彼
の
だ
と
す
る
作
品
を
共
一
間
的
に
示
し
て
く
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
小
に
「
組
問
戊
堆
い
の
…
後
が
日
ん
ら
れ
る
の
々
ま
た
鍾

峨
と
は
ほ
時
代
を
川
じ
く
す
る
江
流
は
、
出
以
後
の
優
れ
た
詩
人
三
十
人
を
選

び
、
彼
ら
の
以
も
作
徴
的
な
乍
象
を
と
り
あ
げ
つ
つ
模
擬
し
た
「
雑
徳
一
一
一
色
…
…
一

L
j

げ
な
残
し
て
い
お
り
、
的
nMmも
そ
の
中
の
)
人
と
し
て
採
ら
れ
て
い
て
、
そ
の

山
は
似
し
て
つ
れ
仇
行
い
と
い
う
心
的
関
の
つ
戊
没
」
つ
仏
行
」
詩
と
し
て
代
表

的
な
も
の
に
は
、
一
代
山
れ
山
川
北
門
行
」
ぺ
代
東
武
吟
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
は
し
す
れ
も
他
仰
の
椛
鎚
な
お
象
、
が
設
勤
し
、
カ
似
し
作
品
と
な
っ
て

い
る
。
一
)
う
し
た
雌
川
町
な
作
以
と
は
、
む
し
ろ
逆
の
方
向
が
主
流
で
あ
っ
た
と

出
わ
れ
る
、
列
、
染
の
吋
代
に
、
知
焼
、
江
流
の
ご
人
に
よ
っ
て
、
給
制
…
の
力

泌
さ
古
川
ナ
作
品
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
十
分
に
注
け
に
依
す
る
こ
と

と
い
え
よ
う
り
二
の
小
か
ら
一
つ
一

i

代
山
什
仰
北
門
行

γゾ
一
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

似
の
山
川
什
仙
北
門
ト
ー
ペ
刊
拙
の
ぺ
桃
川
欣
い
の
「
出
円
前
北
門
、
透
沼
~M
的

地
桑
、
校
校
r

け
相
他
、
業
主

f

什
相
営
い
の
第
一
旬
日
か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
、
何
戊
的
の
ぷ
ぷ
府
内
経
〕
(
約
甘
い
ハ
十
二
に
述
、
べ
ら
れ
て
お
り
、
管

槌

ω-1出
欣
い
は
、

γ
必
の
寸
山
什
集
佐
一
け
ん
や

γ
耐
保
の
…
32A上
法
一
一
…
閣
官
市
北

川
制
作
い
に
牧
鈍
さ
れ
て
い
る
泣
旬
一
二
例
中
の
一
で
あ
る
む
同
名
の
紫
府
組
で
は
、

的
問
の
作
が
瓜
存
す
る
い
以
ト
ハ

ω
も
の
で
あ
り
、
飽
仰
の
栄
一
例
詩
に
は
、
先
行
す

る
作
品
の
一
勾
を
そ
す
る
も
の
が
、
他
に
い
く
つ
か
見
一
ら
れ
る
の

で
、
〈
認
"
と
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
怒
も
、
他
一
照
に
よ
っ
ザ

も
の
で
あ
ろ
う
一
宇
鰻
践
の
か
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
o

b
γ
k
uは
勺
ゴ
お
山
口
レ
じ
月
J
，
7
J

J
1
1一
仁
仁
川
d
n
n
s寸
寸
ぉ
j
G
4
9

調
機
蓬
…
ゃ
に
起
り

蜂
火
威
陽
一
に
入
る

L
Fヤ

yw

師
を
徴
し
て
演
武
に
屯
め

兵
J
Z
分
ち
て
朔
方
一
を
救
ふ

つ一よ

鍛
秩
筋
附
十
一
羽
く

議
陣
精
に
し
て
え
っ
強
し

天
子
は
制
仰
を
按
じ
て
怒
り

使
者
は
護
か
に
抑
制
望
む

般
行
し
て
石
一
慌
に
縁
り

魚
立
し
て
飛
梁
を
渡
る

鎌
一
鼓
一
は
法
忠
一
を
涼
し

持一

ms
は
胡
箱
一
を
…
被
る

疾
践
は
議
を
街
き
て
起
り

沙
穣
法
自
ら
瓢
揚
す

お
モ
は
結
ん
で
婿
の
如
く

品
川
弓
は
振
る
べ
か
ら
ず

時
走
く
し
て
出
簡
を
見

世
誕
れ
て
忠
良
を
識
る

艇
を
投
じ
て
明
主
に
報
じ

身
は
死
し

燐
火
入
成
磁

徴
師
屯
藤
武

分
丘
ハ
救
期
方

鍛
秋
筋
年
勤

娃
子
一
安
切
活

J
i
l
l
a
j
 

会
マ
ヨ
±
コ
災
司
寸
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訪
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K
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3
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る
よ
う
に
、
北
方
議



定
の
地
で
、
小
川
県
「
に
身
を
お
き
な
が
ら
、
犯
を
賭
し
て
関
宮
守
ろ
う
と
す
る
壮

士
の
忘
な
倣
う
も
の
で
あ
る
。
歌
い
出
し
か
ら
針
句
を
た
た
み
か
け
、
設
境
の

緊
泊
し
た
状
況
を
、
力
川
川
、
く
出
き
出
し
て
行
く
。
さ
て
こ
の
背
で
、
町
民
も
取
県

、
-

r

!

]

{

4

i

'

ら
し
、

5
4
Y
B〆

-
C
、
〉
〉
工
、
「
託
f
H
宅
l
N
h

二
人
ド
ー
〉
1
3
Aにう
y

J

O

日
J
L
J
J
J
ノ
!
い
し
之
U

じ
一

H
ノf
o
不
正
A
f
-
-
o
ノ
イ

v

才ちノ

「
胤
行
L

「
品
川
山
首
;
…
の
旬
は
、
そ
れ
ぞ
れ
叶
山
内
い
一
「
矧
い
仰
い
に
そ
の
も
と
づ
く

も
の
が
見
ら
れ
る
が
、

JK
ハ
土
、
が
除
似
を
和
ん
で
行
進
す
る
様
を
拙
kg出
し
て
、

そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
鮮
や
か
で
あ
る
。
ま
た
「
織
改
流
渋
川
山
い
の
「
漢
思
」
と
は
、

犯
の
地
を
川
心
う
心
り
ぷ
で
あ
る
。
訂
と
た
一
に
「
拠
」
に
作
る
も
の
も
あ
る

が
、
余
冠
英
(
法
制
叫
ム
ハ
制
作
選
〉
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
送
別
主
寂
城
い
詩

。。

に
も
「
渡
郊
流
怒
川
ご
と
あ
る
か
ら
、
や
は
り
飽
照
溺
自
の
表
現
と
し
て
「
漢

思
い
な
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
表
羽
は
、
飽
照
以
前
に
あ
ま
り
用
例

を
は
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
他
民
は
確
か
に
則
自
に
つ
い
て
非
常
に
一
怒
を
用
い

た
詩
人
で
あ
っ
た
。

市
山
本
の
朱
日
以
は
、
抑
制
…
の
才
を
い
け
同
く
泣
い
、
彼
の
詩
を
「
文
選
ー
一
の
嬰
雑
で

あ
っ
て
、
本
十
山
が
専
ら
彼
に
問
中
ん
だ
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
こ
の
詩
の

?
松
風
街
京
起
」
川
ト
の
問
勾
を
引
い
て
、
法
議
の
伏
を
は
っ
き
り
と
述
、
べ
、

話
も
ま
た
岐
飽
で
あ
る
と
汗
L
て
い
る
G

ヘ出

6
〉
ま
た
慌
の
一
土
問
問
齢
は
、
注
接

持
の
名
子
と
し
て
汗
名
で
あ
る
が
、
一
方
詩
論
家
と
し
て
も
注
目
す
べ
き
見
解

た
述
べ
て
い
る
。
般
は
、
定
安
の
山
川
槌
、
劉
偵
を
お
く
許
慣
す
る
一
方
、
強
烈
、

謝
援
連
に
も
採
い
傾
倒
を
一
ぶ
し
て
お
り
、
や
は
り
飽
照
の
こ
の
詩
の
「
潟
毛
結

如
矧
」
の
一
聯
を
…

i

傑
起
険
作
」
の
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
0
2
7
)
そ
れ
ら

は
、
い
ず
れ
も
惣
照
の
六
朝
詩
人
中
に
お
け
る
穎
ま
れ
な
表
現
に
針
す
る
指
摘

で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
、
的
:
以
…
誌
の
一
持
つ
力
強
さ
と
翻
り
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ん
う
。

ア
「
」
一
A
f」
ち
と
ん
v

突っ品一一
m
L
h
、

J
1
1
V
-
E
-
d
f
i
f
U
今
、
将
司

f
h

U) 

の
で
あ
り
、
世
間

槌
「
向
馬
篇
」
の
「
艇
を
指
て
て
閥
難
一
に
赴
一
き
、
死
を
競
る
こ
と
怒
ち
に
蹄
す

る
が
如
し
」
に
も
、
一
一
紘
通
う
も
の
が
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
純
一
服
「
代
出
自
綿

北
内
行
ん
は
、
組
問
山
の
雄
健
一
な
れ
減
象
を
示
す
と
同
時
に
、
表
現
も
力
強
く
、
全

稿
者
る
し
く
緊
張
感
の
強
い
作
品
と
し
て
ま
と
ま
り
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
組
問
関
誌
の
持
つ
力
強
さ
は
、
こ
の
時
代
の
位
の
詩
人
に
あ
ま
り
例

を
見
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
線
照
の
溺
壇
場
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
力
強
い
、
雄
健
な
詩
風
と
表
裏
一
般
の
も
の
と
し
て
強
く

感
じ
ら
れ
る
の
が
、
悲
憤
感
で
あ
り
、
一
穂
異
様
な
隠
さ
で
あ
る
。
ち
な
み
に

李
自
の
問
題
の
作
と
比
較
し
た
時
、
そ
の
明
暗
の
差
は
綴
著
で
あ
る
。
位
協
鉄

ハ
李
白
持
論
護
所
牧
李
山
口
紫
府
謀
部
〉
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
李
向
の
作
一
は
、

飽
照
の
作
に
擬
し
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
が
、
そ
の
結
び
の
「
功
を
牧
め
て
天
子

に
報
じ
、
行
歌
し
て
成
践
に
蹄
ら
ん
」
と
、
飽
照
の
そ
れ
と
の
差
が
、
問
者
の
〕

明
暗
の
品
践
を
端
的
に
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
悲
槍
感
、
暗
釘

さ
は
、
総
照
の
詩
に
絶
え
ず
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
(

四

「
文
選
」

前
編
者
の
文
一
壊
に
艶
す
る
好
み
の
州
州
連
を
問
問
礁
に
示
し
て
お
り
、
通
例
、
「
文

選
」
に
多
数
の
詩
を
採
強
奪
さ
れ
る
詩
人
は
、
「
玉
事
…
新
一
散
」
に
採
ら
れ
る
詩
数

が
少
な
い
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
飽
照
の
場
合
、
「
文
選
」
に
十
八
蓄
が
採

ら
れ
芯
い
る
一
方
、
「
主
最
新
一
詠
:
ご
い
も
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
詰
抗
す
る
十
七
首
公

本
十
九
首
)
が
採
ら
れ
て
い
る
。
「
去
豪
新
詠
!
一
辻
、
一
殻
的
に
は
や
は
り
艶

一
波
さ
に
重
給
、
が
置
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
飽
mm
…
は
、
雄
一
健
な
作
品
の
一
方
、

つ

い

て

も

、

し

た

詩

人

で

あ

っ

た

。

は
、
一
つ
は
詠
物
詩
的
な
作
品



に
お
い
て
で
あ
り
、
一
つ
は
常
時
の
民
歌
を
大
き
く
一
取
り
入
れ
た
作
品
に
お
い

て
で
あ
y

三
一
流
物
訟
は
、
六
初
期
、
特
に
湾
、
梁
間
に
お
い
て
、
サ
ロ
ン
を
中

心
と
し
て
行
わ
れ
、
巧
み
に
う
た
う
こ
と
を
冒
と
す
る
多
分
に
遊
軟
性
の
強
い

詳
の
一
ジ
内
ン
ル
で
あ
る
。
そ
し
て
物
問
は
、
宋
の
詩
人
の
中
で
は
、
一
詠
物
の

汗
の
一
多
い
作
名
で
あ
っ
た
ら
ま
た
す
語
、
見
秋
、
一
関
山
と
よ
ば
そ
る
常
時
の
南

朝
代
歌
は
、
都
合
的
な
色
絡
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
て
、
テ
i

マ
と
し
て
も
男
女

の
情
愛
な
う
た
う
も
の
が
多
く
、
同
じ
民
駄
で
も
、
漢
貌
の
そ
れ
の
素
朴
で
健

践
的
な
も
の
と
は
、
か
な
り
相
法
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
飽
照
は
、
こ
う
し
た

常
時
の
前
方
氏
敢
に
約
し
て
も
、
続
括
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
詩
人
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
知
山
川
り
コ
腕
娘
」
合
一
出
す
作
品
と
し
て
、
こ
こ
で
は
「
翫
月
城
西
内

一
蹴
小
ん
を
と
り
あ

ρ

付
て
み
よ
う
。
「
翫
月
城
山
間
門
牌
中
詩
の
際
媛
を
含
む
が
如

き
は
、
別
ち
茂
先
と
間
似
す
い
と
は
、
「
持
品
汁
は
い
の
腕
延
傑
の
指
摘
す
る
と

ろ
で
あ
る
。
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加
素
早
辞
風

体
瀞
自
公
日

π
P治
問
洛
又
1
A
q
包
子

ロ支出

E
S
F看

肴
乾
溜
未
聞
間

金
護
磐
タ
治
一

加
薬
は
平
に
良
一
に
辞
す

客
滋
は
苦
手
を
獄
ひ

仕
子
は
霧
車
に
龍
一
む

体
幹
公
よ
り
す
る
日

安
慰
忍
に
及
ぶ
の
長

努
琴
は
出
雲
を
拙
い
き

部
曲
は
陽
春
を
議
す

金
資
は
タ
協
を
穏
く

乙

で

あ

る
Q

「

文

一

選

い

絶

照

が

稼

陵

の

腕

令

で

あ

っ

た

時

の

作

で

あ
る
。
詩
の
リ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
最
初
の
一
一
一
聯
は
、
一
二
日

月
の
様
を
う
た
い
、
は
、
満
月
の
様
を
う
た
う
。
そ
し
て
最
後
の

五
聯
は
、
月
見
の
袋
、
或
い
は
そ
れ
か
ら
鱗
愛
さ
れ
て
出
て
く
る
感
興
を
う
た

う
も
の
で
あ
る
。
、

そ
し
て

( 38 ) 

き
は
第
一
段
で
あ
る
。
そ
の
勾
の
嬬
成
を
見
る
と
、

、
、
中
巳
謀
議
を
含
ま
せ
、
さ
ら
に
五
、
六
、

あ
た
か
も
初
臨

そ
れ
は
加
に
飽
照
一
に



始
ま
る
も
の

T
は
な
い
が
、
料
パ
句
部
分
の
暗
記
、
或
い
は
…
聯
ご
と
に
韻
を
換

え
る
な
ど
、
ま
こ
と
に
複
雑
な
技
巧
が
制
使
さ
れ
て
い
る
。
サ
ロ
ン
の
中
の
詩

人
と
し
て
、
他
附
は
、
こ
の
よ
う
な
技
巧
の
妙
右
投
開
す
る
こ
と
に
、
詩
人
と

し
て
の
生
命
た
か
け
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
は
…
誌
の
く
り
返
し
、

判
句
部
分
の
判
出
の
使
川
な
ど
は
、
的
山
山
川
…
の
RMN

に
到
す
る
関
心
な
示
す
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
や
が
て
姉
、
決
の
詩
人
に
、
う
け
つ
が
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
こ
の
…
段
は
、
こ
の
作
品
の
中
で
、
特
に
辺
町
出
燃
い
の
窺
わ
れ
る

部
分
で
も
あ
る
。

総
く
お
‘
一
段
で
は
、
日
間
不
ん
「
別
業
」
の
匂
が
い
か
に
も
飽
照
ら
し
い
表
現

で
あ
り
、
次
の
第
一
一
…
段
へ
の
導
入
と
し
て
、
機
め
て
放
果
的
で
あ
る
。
「
斜
来

j

)

と
は
、
枝
々
し
雑
れ
て
土
に
向
か
う
花
で
あ
り
、
「
別
業
」
と
は
、
校
に
別
れ
を
つ

げ
て
制
え
る
業
り
誌
で
あ
γ
り
う
が
、
内
情
民
組
'
の
奇
抜
さ
と
と
も
に
、
飽
間
一
詩
の
持

つ
織
刺
さ
、
が
続
与
え
る
所
で
も
あ
る
。
ま
た
て
二
段
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

月
に
慌
接
し
た
客
観
的
な
表
収
合
と
っ
て
お
り
、
一
試
物
詩
的
な
作
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
、
山
日
す
ベ
と
で
あ
ら
う
心

五

「

骨

節

い

と

こ

れ

ら

は

飽

mm
の
相
呉
な
る
こ
つ
の
詩
風
で
あ
る
。

で
は
こ
の
一
刑
者
の
差
は
、
い
か
に
出
解
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
他
照
の
人
間
に
つ
い
て
み
る
と
、
彼
は
非
需
に
自
我
一
山
思
議
の
強
い
、
強

烈
な
似
性
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
「
南
史
」
組
問
…
俸

に
見
え
る
、
劉
義
践
に
用
い
ら
れ
る
機
殺
を
述
べ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
〈
一
注
9
)

そ
の
一
端
、
が
続
え
る
L
、
能
川
知
白
身
も
白
ら
を
寸
幻
に
し
て
性
は
潟
狂
に
し

て
、
演
に
悶
り
孫
右
寸
法
ひ
、
(
一
γ
一
一
五
)
'
一
八
侍
郎
報
路
詐
間
疏
V
と
述
べ
て
い

る
。
そ
の
地
他
照
に
は
、
彼
の
こ
う
し
た
部
、
が
し
ば
し
ば
見
う
け
ら

れ
る
の
で
あ
る
9

さ
ら
に
飽
照
は
、
宋
代
詩
人
の
中
に
あ
っ
て
、
兵
例
の
古
川
山
別

府
に
到
す
る
積
権
的
な
姿
勢
を
保
ち
績
け
た
詩
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
代
の

掛
川
詩
府
が
、
楽
曲
の
歌
詞
と
し
て
の
性
格
を
失
い
、
讃
ま
れ
る
こ
と
に
震
黙
が

授
か
れ
る
よ
う
に
な
二
~
時
、
詩
人
は
そ
こ
に
内
出
な
渡
恕
を
祭
し
む
場
を
求

め
た
の
で
あ
り
、
税
mmも
そ
う
し
た
自
治
さ
を
求
め
る
心
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
従
っ
て
、
彼
の
強
烈
で
自
由
奔
放
な
試
象
が
、
紙
上
に
夜
勤
し
た
時
、
彼

の
詩
は
摺
動
的
で
力
強
い
も
の
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
彼
の
個
性
の
象
徴

で
も
あ
る
。
彼
は
ま
た
好
ん
で
、
、
謀
説
の
捻
健
な
古
詩
、
古
川
栄
府
に
擬
す
る
作

品
を
作
っ
た
詩
人
で
あ
っ
た
。

一
方
ま
た
「
際
」
の
耐
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
一
つ
の

要
凶
と
し
て
は
、
や
は
り
蛍
時
の
貴
族
枇
曾
と
の
関
り
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
「
詩
品
い
で
は
、
惣
照
の
地
に
、
謝
勝
、
謝
浪
、
実
淑
、
王
鎖
、
主
常
連

が
、
張
華
の
系
統
を
畿
ぐ
詩
人
と
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
亥
淑
、
王
徴
、
主
婦
間

違
は
、
飽
照
と
的
ら
か
の
交
渉
の
あ
っ
た
人
達
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
皆
常
時
一

流
の
資
族
連
で
あ
っ
た
c

こ
う
し
た
時
代
の
サ
ロ
ン
文
壊
の
館
向
と
し
て
、
張

翠
的
な
「
際
援
」
、
が
好
ま
れ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
閉

ざ
さ
れ
た
門
閥
貴
族
致
命
問
の
中
で
、
飽
閉
山
の
よ
う
な
袋
内
出
身
の
人
間
が
、
認

め
ら
れ
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
作
品
に
手
腕
を
援
う
こ
と
が
、
彼
を
有
利

に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
う
フ
。
そ
れ
は
、
見
方
に
よ
れ
ば
、
貴
族
社
曾
に
針
す

る
一
一
種
の
妥
協
的
態
度
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
詩
人
と

し
て
の
飽
践
の
援
趨
を
下
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
彼
の
文
問
問
ナ
を
翠
か
に
す
る
上

で
一
定
の
彼
割
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
し
こ
う
し
た
砲
に
お
い
て
、
否

定
さ
る
べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
個
性
を
喪
失
し
た
、
然
自
費
な
時
流
へ

の

迎

合

で

あ

る

が

、

そ

う

し

た

も

の

乙

鋳

れ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

む

し

彼

務

自

の

儒

性

的

な

文

率
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八
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府
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一
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約
交
蕊
ぺ
出
獄
有
皆
川
側
、
劉
泊
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皆
村
民
高
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天

線

写
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然
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女
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従

比

一

之

後

、

代
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議
入
車
薄
、
麗
文
於
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花
革
、
失
其
古
一
語
、
中
有
数
加
問
、
謝
設
業
、
山
昨
秋

逸
拐
縫
ち
成
敗
一
策
行
」
一
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詩
一
有
傑
記
験
作
左
穿
右
穴
、
如
古
一
恭
翠
鶏
問
、

松
一
拍
撰
震
薪
、
一
馬
毛
続
一
如
揖
一
、
角
弓
不
可
張
、
っ
き
お
)
」

小
部
甚
一
民
「
女
鏡
秘
府
議
考
・
孜
文
一
篇
」
に
よ
れ
ば
、
主
悶
悶
齢
の
「
詩

格
」
を
引
く
と
い
う
。

注
8

初
府
側
詩
の
技
巧
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
務
次
氏
「
初
癒
詩
に
お
一
け
る
反

磁
的
表
現
の
技
巧
に
つ
い
て
」
(
日
本
中
間
倒
壊
舎
報
第
十
四
集
所
牧
〉
に

詳
し
い
。

法

9

「
南
史
」
巻
十
一
一
一
、
臨
川
一
烈
武
王
道
規
的
停
一
「
照
一
始
嘗
弱
義
慶
、
未

見
知
、
欲
貫
詩
一
一
一
一
同
志
、
人
一
止
之
目
、
郎
位
向
卑
、
不
可
制
批
杵
大
主
、
照
勃

然
日
、
千
載
上
有
英
才
異
士
、
沈
授
市
不
問
者
、
安
可
数
哉
、
大
丈
夫
蛍

可
遂
綴
智
能
、
援
問
問
一
方
〈
不
郷
、
的
鮮
民
捺
一
珠
、
興
燕
雀
相
髄
乎
、
於
一
是
奏
詩
、

義
麗
奇
之
、
賜
内
市
二
十
匹
」
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